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第６章 西アフリカ 

―コメの消費動向と消費者ニーズに着目して― 
  

丸山 優樹  
 

１．はじめに 
 

独立後のサブサハラアフリカ（1）の国々では，人口増加と都市化が進展し，都市人口を賄

うための食料供給が政府の重要な課題となってきた。多くの国々が独立を遂げた時期に相

当する 1960 年のサブサハラアフリカの人口は，約 2.3 億人であったが，急速な人口増加

によって 2021 年時点の人口は，約 5.1 倍の約 11.7 億人にのぼる。今後も更なる人口増加

が予測されており，2050 年の人口は，約 22 億人に達するとされている(World Bank Open 
Data)。人口増加と同時に，都市への人口集中（都市化）が加速してきた。同地域の全人口

に占める都市人口の割合は，1960 年に約 14.7％であったのに対し，2021 年時点において

約 41.8％と，約 2.8 倍に増加した。また，2050 年には約 58％に達するとされている(World 
Bank Open Data)。サブサハラアフリカでは，伝統的にキャッサバやメイズ，コメ等，多

様な主食作物が消費されてきたが，都市化の進展に伴って都市住民の食生活やライフスタ

イルが変化し，主食の消費のあり方も変化してきた。例えば，女性の社会進出や外食機会

の増加等とともに，都市住民の間に短時間で食事を済ませようとする「食の簡便化」志向

が強まったことは，調理に時間や手間のかかるイモ類や雑穀に代わって，調理が比較的容

易なコメの消費を増加させた要因の１つであるとされている（坪井・北中, 2008；Demont, 
2013）。このようにコメへの需要が高まっているものの，多くのアフリカ諸国におけるコ

メの自給率は低く，需要増加に生産が追いつかず，輸入量が増加してきた。他方，近年で

は，投機を目的とした食料作物のバイオ燃料への転用や主食作物の主要輸出国による食料

政策の転換等によって，深刻な食料不足に陥るリスクが増している。加えて，部族間や宗

教間の対立等から情勢不安に陥る国々も多く，隣国からの難民流入によって人口の突発的

な社会増が生じる可能性もある。そのため，これらのリスクに対する強靭性（レジリエン

ス）を高める上で，安定的な食料供給体制を構築することは，社会を安定させるために重

要である。 
このような観点から国産米の生産力強化に向けた取組として「アフリカ稲作振興のため

の共同体（Coalition for Africa Rice Development：以下「CARD」）」が 2008 年に発足し

た。CARD は，2008 年の第 4 回アフリカ開発会議（Tokyo International Conference on 
African Development：TICAD IV）において，JICA と，「アフリカ緑の革命のための同盟

（Alliance for a Green Revolution in Africa: AGRA）」が共同で立ち上げた日本主導の国

際イニシアティブである（JICA, 2021）。この取組に参加したサブサハラアフリカの 23 か

国（2）は，10 年間でのコメの生産量を 1,400 万トンから 2,800 万トンに倍増させるという
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目標を達成した（平岡, 2018）。しかし，生産量が飛躍的に増加したものの，輸入への依存

度は，依然として高いままであった。そして，より現地の消費者ニーズに合うコメを国内

で生産することが課題として挙げられた(JICA，2021)。そこで，2019 年に開催された第

7 回アフリカ開発会議（Tokyo International Conference on African Development：以下

「TICAD Ⅶ」）において「アフリカ稲作振興のための共同体フェーズ 2：以下「CARD フ

ェーズ 2」）」（3）が発足した。CARD フェーズ 2 は，2030 年までに生産量を 5,600 万トン

へとさらに倍増させることに加え，①気候変動や人口増に対応した生産の安定化

（Resilience），②民間セクターと協調した現地の産業形成（Industrialization），③輸入米

に対抗できる国産米の品質向上（Competitiveness），④農家の生計と生活向上のための営

農体系構築（Empowerment）からなる 4 つのアプローチ（RICE アプローチ）を重視して

おり，消費者ニーズやバリューチェーン整備の視点が強化されている（JICA，2021）。ア

フリカ地域の中でも，特に西アフリカ地域（4）においてコメの消費量が著しく増加してお

り，CARD フェーズ 2 においても参加国の半数近くを占めている点を踏まえると，同地域

が目標達成に向けて担うべき役割は大きいと考える。 
本章では，新たな課題として挙げられた消費面に着目し，西アフリカ地域のコメの消費

動向を整理するとともに，各国におけるコメの消費者ニーズを明らかにすることで，国産

米の消費拡大へ寄与する取組に活用可能な情報を示すことを目的としている。また，西ア

フリカ地域では CARD フェーズ 2 に加え，我が国の政府開発援助（ODA）として稲作に

係るプロジェクトがセネガル，ガーナ，コートジボワール等，複数国で実施されている（阪

本ら, 2021）。これらプロジェクトにおいても，稲作農家の所得向上の観点から消費者ニー

ズに合ったコメ生産が重点項目として挙げられている。そこで本章第 2 節では，西アフリ

カ地域における，コメの消費拡大やそれに伴う食料政策の変遷について整理する。第 3 節

では，立地条件と食料政策の視点から各国の消費者ニーズについて整理するとともに，セ

ネガル，モーリタニア，ガーナ，ベナンの 4 か国に焦点を当て，輸入米が好まれる国々の

消費者ニーズについて，詳細な実態把握を行う。最後に第 4 節では，本章のまとめとして，

今後必要とされる方策について考察し，我が国によるアフリカ支援の方針の策定にも活用

可能な情報を提供する。 
 
２．コメの消費増大と食料政策の変遷 
 

（１）コメの消費拡大と自給率 

西アフリカ地域において，かつてはミレット（トウジンビエ）やソルガム（モロコシ）

等の雑穀の消費量が多かったが，近年，それらに代わってコメや小麦の消費量が急増して

いる。USDA，PSD online のデータをもとに西アフリカ地域の主要消費穀物 4 種（コメ，

ミレット，小麦，ソルガム）の年間消費量（平均値）の年推移を第１図に示した。1975 年

以前は，現地で古くから栽培されてきた伝統穀物のミレットやソルガムが消費の大半を占

めていた(Connor et al., 2008)。しかし，1990 年代からコメの消費量が増加し，コメ食文
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化の広範囲への普及が見られる。このようなコメ消費の増大は，他のアフリカ地域とコメ

の消費量を比較した第２図からも明らかなように，特に西アフリカ地域において大変顕著

である。 
しかし，西アフリカ地域のコメの自給率は低い状態にある。第１表では，西アフリカ地

域のコメ自給率（2019 年）を一人当たりの年間消費量（2019 年）が多い国から順に表し

ている。また，比較対象として 2010 年のコメ自給率及び一人当たりの年間消費量も併記

した。2019 年において一人当たりのコメ消費量が年間 60 キロを超える上位 9 か国のう

ち，4 か国（ギニア，シエラレオネ，マリ，モーリタニア）を除くと，自給率は 50％を下

回っている。他方，2010 年と 2019 年の自給率を比較すると，モーリタニアとナイジェリ

ア以外では，大幅な改善は見られない。さらに，西アフリカ地域のコメの生産量と消費量

の年推移を示した第３図からも，需要増加に生産が追いつかず，その差は年々広がり，輸

入への依存度が増していることがうかがえる(del Villar and Lançon, 2015)。実際に，世界

全体のコメ輸入量に対する西アフリカ地域の輸入量の割合は，第４図に示したとおり 1970
年代後半から増加しはじめ，2000 年代前半からは 20％付近で高止まりしている(Stryker, 
2013)（5）。 

 

第１図 西アフリカ地域における主要な穀物の平均消費量の年推移 

資料：USDA，PSD online より筆者作成。 
注（1）コメの消費量は精米ベースとなっている。 

（2）データが存在する西アフリカ14か国（ギニア，シエラレオネ，ギニアビサウ，コートジボワール，リベリア，

セネガル，ベナン，マリ，モーリタニア，ナイジェリア，ガーナ，ニジェール，ブルキナファソ，トーゴ）の

年間消費量の平均値を表示。 
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第２図 アフリカ地域別におけるコメの平均消費量の年推移 

資料：USDA，PSD online より筆者作成。 
注（1）コメの消費量は精米ベースとなっている。 

（2）アフリカの地域区分は，国連による世界地理区分に依拠している。 

 

第１表 西アフリカ地域におけるコメの自給率と一人当たりの年間消費量 

 
資料：自給率は USDA，PSD online のデータより筆者算出。一人当たりの年間消費量は FAOSTAT より筆者作成。 
注（1）自給率は，USDA，PSD onlineのデータ内の「Production」を「Domestic consumption」で除することで算

出している。なお，「Domestic consumption」は，コメの国内消費仕向量に相当するものであり，国内生産量

（Production）に輸入量を加算し，輸出量と在庫増加量を減算（在庫減少量の場合は加算）して算出される。 
（2）2019年と2010年の自給率の差については，パーセントポイントで表記している。 
（3）一人当たりの年間消費量は，FAOSTATのFood Balance Sheetにおける「Food supply quantity （kg/capita/yr）」

を用いている。 
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南アフリカ地域 東アフリカ地域 アフリカ全体

2010 2019 差 (2019-2010) 2010 2019 差 (2019-2010)
ギニア 78.9% 77.1% -1.81 128.84 156 27.16
シエラレオネ 84.4% 68.8% -15.58 151.86 148.45 -3.41
ギニアビサウ 53.2% 45.7% -7.48 138.76 136.88 -1.88
コートジボワール 54.1% 51.0% -3.03 128.46 121.11 -7.35
リベリア 46.5% 32.7% -13.83 113.56 116.5 2.94
セネガル 36.3% 41.9% 5.58 98.21 115.29 17.08
ベナン 30.2% 33.1% 2.93 87.34 88.62 1.28
マリ 84.2% 86.5% 2.34 58.26 76.01 17.75
モーリタニア 59.3% 80.7% 21.44 64.54 62.15 -2.39
ナイジェリア 58.7% 73.6% 14.87 44.63 39.69 -4.94
ガーナ 37.3% 42.5% 5.19 39.78 38.63 -1.15
ニジェール 21.2% 17.2% -4.01 22.47 37.75 15.28
ブルキナファソ 42.4% 29.5% -12.90 22.13 34.51 12.38
トーゴ 41.9% 22.3% -19.59 27.49 21.09 -6.4

自給率 一人あたりの年間消費量 [kg/capita/year]
国名
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第３図 西アフリカ地域におけるコメの消費量と生産量の年推移 

資料：USDA，PSD online より筆者作成。 
注（1）コメの消費量と生産量は精米ベースとなっている。 

（2）データが存在する西アフリカ14か国（ギニア，シエラレオネ，ギニアビサウ，コートジボワール，リベリア，

セネガル，ベナン，マリ，モーリタニア，ナイジェリア，ガーナ，ニジェール，ブルキナファソ，トーゴ）の

生産量と消費量の合算値を表示。 

 
第４図 世界の国々全体のコメ輸入量に占める西アフリカ地域の輸入量の割合 

資料：USDA，PSD online より筆者作成。 
注．本割合は，データが存在する西アフリカ 14 か国（ギニア，シエラレオネ，ギニアビサウ，コートジボワール，リ

ベリア，セネガル，ベナン，マリ，モーリタニア，ナイジェリア，ガーナ，ニジェール，ブルキナファソ，トーゴ）の

コメ輸入量の合算値を，世界の国々のコメ輸入量の合算値で除算している。 
 

（２）食料危機に伴うコメの自給率向上への意識の高まり 

2007-08 年に生じた食料価格の高騰時には，西アフリカ地域の輸入に依存した食料政策

が裏目に出たと考えられる。第５図に示したとおり，コメの国際価格が 2008 年に高騰し

0

5

10

15

20

25

1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

生
産

量
と

消
費

量
[百

万
ト

ン
]

消費量 生産量

0%

5%

10%

15%

20%

25%

1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

全
輸

入
量

に
対

す
る

西
ア

フ
リ

カ
地

域
の

輸
入

割
合



第６章 西アフリカ―コメの消費動向と消費者ニーズに着目して―（丸山） 

- 6 - 

ており，輸入に依存する食料政策を推進してきた西アフリカ地域では，飢餓状態に直面し

た国民も多く，経済発展を停滞させる大きな要因となった(Dupraz and Postolle, 2013)。
この食料危機の要因としては，穀物主要輸出国での干ばつや原油価格の高騰等に加え，米

国や EU 等の先進国だけでなく，世界各国におけるトウモロコシ等の穀物や植物油由来の

バイオ燃料の生産や新興国における飼料用需要の増加の影響が指摘されている(Dawe and 
Slayton, 2011)。主要なコメ輸出国であるインドやベトナムは，国際コメ価格の高騰による

コメ輸出の急増と国内供給懸念を防ぐために，コメの輸出を規制した。それに伴い，フィ

リピン政府がコメ輸入量を増加させ，これらに誘発された国々でも輸入量の確保を急がせ

た。これらのことが，結果的にコメの国際価格の更なる上昇につながった(Dawe and 
Slayton, 2011)。 

また，コメの価格高騰の要因としては，貿易規模が他の主要穀物に比べて小さいという

コメ市場の特徴も指摘されている(Shikha et al., 2013)。コメの輸出上位 3 か国（2020 年

時は，インド，タイ，ベトナム）が全輸出量の約 70％を占めており（6），主要輸出国からの

供給が絞られた場合，世界市場でのコメ価格の上昇につながる脆弱性を指摘している

(CGIAR, 2013)。先の食料価格高騰時は，その脆弱性が浮き彫りとなったと考えられる。

その一方で，コメの国際市場価格（第５図）をみると 2007-08 年の食料危機以降もコメの

価格は様々な要因で 2006 年以前より高く推移している。第４図からも分かるとおり，2000
年代以降も，世界のコメ輸入総量に占める西アフリカ地域のコメ輸入量の割合が高い水準

であることから，西アフリカ地域のコメの需要量の多さが国際市場のコメ価格の高さに影

響している可能性も考えられる（7）。 

 

第５図 コメの国際市場価格の推移 

資料：Index mundi の統計データより筆者作成。 

  

0

100

200

300

400

500

600

700

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

価
格

[U
SD

/ト
ン

]

世界食料危機 (2008年)



農林水産政策研究所 [主要国農業政策・貿易政策] プロジェクト研究資料 第 10 号 (2022.3) 

- 7 - 

 先の食料危機の経験をもとに，自国の食料生産基盤に適切な投資を行い，食料安全保障

上のリスクを低減させることが経済発展の持続性，頑健性を高める上で不可欠であるとい

う意識が高まった(Rizzotto and Demont, 2010)。そして，自給率向上のために多くの農業

政策が国際機関や先進国等の支援のもと施行された。第２表には，国産米の増産に向けて

実施された事業に関する既往研究を時系列的に示した。1990 年代以前は，新規農地を開拓

し，耕作面積を増大させることで域内での生産量を増加させる事業が中心であった

(Demont et al., 2009)。その結果，豊富な水資源を確保できる河畔に多くの農地が開発さ

れた。一方で，開拓可能な土地は限られており，飛躍的な生産量の向上にはつながらなか

った。そして，稲作開発の方針は，農地を拡大する戦略から，コメの生産を安定的に増加

させる戦略へと切り替わっていった。例えば，1992 年，アフリカ稲センター（Africa Rice 
Center（旧 West Africa Rice Development Association：WARDA））によって，耐病性や

雑草競合性が高く，収量の安定性が見込め，さらに二期作も可能な早生特性を兼ね備えた

新品種ネリカ（New rice for Africa: NERICA）米が開発された。さらに 1993 年からは，

東アフリカ地域と西アフリカ地域を中心に NERICA 米の導入に関するプロジェクトが始

動した(Diagne, 2006)。2008 年からは CARD が発足し，コメの生産量を倍増させる目標

を掲げ，アフリカ 23 か国が参加した(Dupraz and Postolle, 2013)。CARD は，参加国が

国家稲作振興戦略（National Rice Development Strategy：NRDS）を策定し，国際機関・

研究所の支援のもと，各国の戦略に沿ったコメの増産を目指す事業であり，当該地域の気

候や地形等に適合可能な増産方法を検討・推進する(CARD, 2014)。例として，セネガルで

は，多収量品種が導入され続けている一方で，高品質な種子生産に関わる環境整備が進展

しておらず，発芽率の低さが問題視されていた(Futakuchi et al., 2013)。また，効率性を

高めるために，多くの農業機械が導入されたものの，自国での修理が困難な上に，同地域

の土質や水田面積に適しておらず，持続的な活用が進まなかった(Rickman et al., 2013)。
そのため，種子品質の向上及び農業機械の持続的な活用の実現を通じて，生産量を 20 万

トンから150万トンへと増産させる戦略が策定された(Ministère de l’Agriculture Senegal, 
2009)。他方，モーリタニアは，CARD に参加しなかったものの，隣国セネガルの増産プ

ロジェクトを踏襲した形で，農業開発計画（Plan National de Development Agricole: 
PNDA）を策定した。そして，2015 年からの 10 年間で単収をヘクタール当たり 5 トンか

ら6トン，生産量を20万トンから40万トンに増加させることを目標としている(Ministère 
de l’Agriculture Mauritanie, 2015)。これらの事業を通して，西アフリカ地域におけるコ

メの耕作面積と単収は大幅に改善された（第６図）。しかし，2010 年以降の単収の伸びは

緩慢であり，除草作業の欠如や鳥獣害被害等，様々な問題が単収の更なる増加を阻害して

いる(Rodenburg et al., 2014)。 
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第２表 西アフリカ地域での国産米の増産に向けて実施された事業一覧 

 
資料：表中の既往文献をもとに筆者作成。 

 

第６図 西アフリカ地域におけるコメの耕作面積及び単収の年推移 

資料：USDA，PSD online より筆者作成。 
注（1）単収は籾米ベースとなっている。 

（2）データが存在する西アフリカ14か国（ギニア，シエラレオネ，ギニアビサウ，コートジボワール，リベリア，

セネガル，ベナン，マリ，モーリタニア，ナイジェリア，ガーナ，ニジェール，ブルキナファソ，トーゴ）の

耕作面積の合算値と単収の平均値を表示。 

 

既往文献 対象事業 事業年 内容

Demont, et al., 2009 従来の増産事業 1990年代以前
サブサハラ地域を対象とした耕作面積を拡大
することで生産量を増やす事業。

Diagne, 2006 New rice for Africa (NERICA)の
導入

1994-

サブサハラ地域を対象に多収量かつ早生の特
性をもった新品種の開発及び普及。さらに、
アフリカ地域の環境に適合させるために耐乾
燥・病害特性も付加した。

Dupraz, et al., 2013
CARD, 2014

アフリカ稲作振興のための共
同体（CARD）

2008-2015

サブサハラ地域のコメ収量の倍増を目指した
事業。

CARD参加国が国家稲作振興戦略（National
Rice Development Strategy： NRDS ）を策定

し、国際機関・研究所の支援のもと、各国の
戦略に沿ったコメの増産を目指した。

Ministère de l ’Agriculture
Senegal, 2009

Grande Offensive Agricole pour la
Nourriture et l ’ Abondance
(GOANA)

2008-2015

セネガルでのコメ生産量を20万トンから150
万トンに増産させることを目指した事業。
多収量品種の開発だけでなく、高品質な種子
生産体制の構築や農業機械の導入による大規
模かつ効率的な稲作生産も同時に目指した。

Ministère de l’Agriculture
Mauritanie, 2015

Plan National de Development
Agricole (PNDA) 2015-2025

モーリタニアにおいて、多収量品種及び適切
な栽培方法を指導することで、単収増加を目
指す事業。
さらに、コメの買取制度の拡充などにより新
規稲作農家の増加も目指した。
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３．コメの消費者ニーズ 
 

上述のように，国産米の増産を主な目的とした農業政策や国際機関，先進国の支援によ

り，西アフリカ各国における国産米の生産量は増加してきた。しかしながら第１表で確認

したように，必ずしも多くの国でコメの自給率は向上してこなかった。それは，これまで

の農業政策や国際支援の多くが，各国の消費者ニーズに合う特徴（品質）を持ったコメの

国内供給を意図してこなかったことに起因しており，現地消費者における輸入米から国産

米への消費の代替が進展してこなかったためであると考えられる。Demont and Ndour 
(2015)は，国産米の市場競争力強化に向けた研究，政策立案が必要であると主張し，消費

者選好（ニーズ）評価の重要性を指摘した。以下では西アフリカ地域におけるコメの消費

者ニーズを立地条件と過去の食料政策に立脚した整理をするとともに，既往研究をもとに

国ごとのニーズについても整理を行った。 
 

（１）消費者ニーズに対する立地条件と食料政策の関係性 

Demont (2013)，CARD (2014)，Demont and Ndour (2015)の情報をもとに，アフリカ

各国におけるコメの消費者ニーズを第７図にまとめた。グループ1は，消費者が輸入米を好

む沿岸国であり，西アフリカ地域の多くが分類される。当該諸国では，コメの主な消費地

域である都市部と生産地が離れている場合が多い。それに加え，国産米は，単収が低い上

に輸送システムが確立しておらず，供給能力が低いために，量と価格の両面において年変

動が大きい。そのため，都市部で急増するコメ消費を賄う方策として，政府は，都市部に

おけるコメの安定的な供給を実現するために，コメの輸入並びに消費を促進してきた。こ

のような都市部のコメ消費に重きを置いた食料政策は，「都市バイアス（Urban Bias）」と

定義されている(Demont et al., 2013)。つまりグループ1には，コメの主要消費地（都市部）

が港に近く，消費者の多くが輸入米を容易に入手可能な環境で生活している国が多く含ま

れる。こうした国々では，長年にわたり都市住民が輸入米を消費し続けた結果，消費者が

自然と輸入米を好む状況が形成された(Demont and Ndour, 2015)。自給率の改善に向け，

ナイジェリアやセネガル，ガーナ等において，輸入米の関税引き上げを実施し，国産米価

格を相対的に安くすることで，消費を推し進める方策がとられている。しかし，このよう

な状況下においても，高価な輸入米を消費者が好んで購入することが報告されおり，消費

者の輸入米嗜好は，価格属性に依拠してないことが指摘されている(Lançon and Benz, 
2007)。 

グループ2は，沿岸国であるもののグループ1とは対照的に国産米を好む国々であり，東

アフリカの多くの国々と一部の西アフリカ地域（ガンビア，ギニア，シオラレオネ）が含

まれる。同諸国では，消費者が長年にわたって国産米を消費してきたため，伝統的に国産

米が好まれている(Chaléard et al., 2002)。Morey (2016)は，マダガスカルの事例をもと

に，伝統的な習慣により，国産米に偏った消費行動が形成されたことを指摘し，この特徴

を「国産バイアス（Home Bias）」と定義している。また，政策的要因として，東アフリカ
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共同体（East Africa Community: EAC）に属するタンザニア，ケニア等における2005年
の輸入米に対する関税引き上げも，消費者の国産米嗜好に影響していることが報告されて

いる(EUCORD, 2012)。また，セネガルについては，北部がグループ1（輸入米が好まれる

グループ）に属している一方で，南部（カザマンス地方）は伝統的に都市部近郊で国産米

（陸稲）が生産・消費されてきたことから，グループ2（国産米が好まれるグループ）に属

する。 
最後のグループ3は，内陸国であり輸入米が容易に入手できない「物理的バリア（Physical 

Barrier）」のため，国産米が好まれる国を含む。しかしながら，ブルキナファソでは，第

１表からも分かるとおり，コメの自給率は年々減少しており，輸入量が増えている。この

ように，近年では，輸送システムが強化され，ブルキナファソのような内陸国であっても，

コートジボワールやガーナ等の沿岸国を経由して輸入米が容易に入手できる環境が整備さ

れつつある(Demont, 2013)。このような流通の変化は，内陸国にも輸入米の消費を促して

いると考えられる。 

 

第７図 アフリカ各国におけるコメの消費者ニーズ 

資料：Demont (2013)，CARD (2014)，Demont and Ndour (2015)の情報をもとに筆者作成。 
注．白塗りの国は，消費者ニーズが把握されていない。 

 
（２）各国におけるコメの消費者ニーズ 

これまでは，各国の立地条件やそれに伴う食料政策に着目し，各国の消費者ニーズにつ
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いて整理を行った。ここでは，グループ1に属し，輸入米嗜好が報告されているセネガル，

モーリタニア，ガーナ，ベナンの4か国に着目した。そして，消費者ニーズに影響する原産

国以外のコメの特徴や，各国で輸入米が好まれる要因を検討する。 
 
１）セネガル 

セネガルにおけるコメ食文化の普及は，フランス統治時代終盤の1950年代に仏領インド

シナから運び込まれた，破砕米に端を発する（小川, 2010）。破砕米は安価であるために

急増する都市住民の食料需要を支えてきた(Demont et al., 2013)。そのため，セネガルの

国民食ともいわれるcéébu jën（以下チェブジェン）という魚の炊き込みご飯料理には，古

くから破砕米が好まれて利用されている(Demont and Rizzotto, 2012)。 
また，セネガルでは食事機会によって穀物を使い分けている傾向が示されており，飛田・

氏家（2020）の調査では昼食においてはコメ料理が最も多く食されている一方で，夕食で

はパンやミレット，パスタ等，様々な穀物が料理に用いられていることが把握されている。 
コメに対する消費者ニーズとしては，「Urban Bias」の影響もあり，輸入米を好む傾向

が示されている(Demont and Ndour, 2015)。しかし，Demont et al. (2013)が首都Dakar
と北部の都市Saint-Louisで各々実施した消費者調査より，もみ殻や小石といった夾雑物を

取り除き，輸入米と同程度の品質を担保した国産米は，両都市において輸入米よりも好ま

れていた。本結果より，消費者が輸入米を好む理由は，原産国に依拠するものではなく，

品質面で国産米よりも優れている点に起因する可能性が考えられる。さらに，品質保証を

消費者に認知させるためのラベリングや適切なパッケージングを施した場合には消費者の

国産米嗜好はさらに高まることも分かっており，ブランド化は国産米消費を促進する一助

になると指摘している(Rutsaert et al., 2009)（8）。実際に現地では，大規模精米業者が進

出し，特定の農家と契約することで，高品質な種子を提供するだけでなく，品質管理体制

を構築し，輸入米に市場競争力で劣らない国産米のブランド商品を生産している(WFP, 
2019)。例えば，精米・選別技術管理を徹底して生産した国産ブランド米「Rival」が市場

に流通している(Rutsaert et al., 2009)。 
他方，セネガルでは香り米への嗜好性も強い(Bhattacharjee et al., 2002)。近年では，こ

のような消費動向を踏まえ，国産の香り米品種（Sahael 177, Sahel 328, Sahel 329）の開

発も行われている(Kumashiro et al., 2013)。しかし，Diagne et al. (2017)による首都Dakar
での食味試験を介した消費者調査では，高品質な無香米が高く評価された一方で，香り米

は低く評価された。その理由として，実際の食味試験により，高品質な無香米の美味しさ

を認識し，相対的に香り米への評価が低下したと考察している。そのため，消費者の意識

として香り米は高級で美味しいと理解しているが，実際には香りの重要性を認識できてい

ない可能性が考えられる。 
 
２）モーリタニア 

モーリタニアは国土の80％近くがサハラ砂漠に覆われている（ワールドエコノミー研究
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会, 2014）。そのため，コメ以外にも多くの食料を輸入に依存しているため，国内での食

料生産体制の強化が喫緊の課題である。そのため政府は，唯一豊富な水資源を有し，農業

発展のポテンシャルが大きい，南部のセネガル川流域での稲作振興に大きな期待を寄せて

いる(Maruyama et al., 2018)。近年では，第１表からも自給率の改善がみられ，農業開発

計画（PNDA）の効果がうかがえる。同国の食文化は隣国セネガルと類似しており，昼食

にコメ料理を食し，国民食としてチェブジェンが定着している（丸山ら, 2019）。これを

反映し，丸山ら（2019）が首都Nouakchottで実施した消費者調査からも，チェブジェンに

用いられる細破砕米とその他のコメ料理に利用される全粒米が好まれる一方で，その中間

に位置する半分に破砕されたコメは，料理に適さないと消費者に認識されていたことが明

らかとなっている。それに加え，調理時間に影響する夾雑物の有無もセネガル同様，消費

者ニーズに大きく影響している。そのため，Demont (2013)は，均一な破砕状態や夾雑物

の少ない清潔な高品質米に対する需要の存在を提起し，両特徴は，精米・選別・輸送等の

ポストハーベスト技術が大きく影響していることを指摘し，国内における同技術向上の必

要性を訴えている。他方，香り米に対する嗜好性は，見られなかった（丸山ら, 2019）。 
 

３）ガーナ 

ガーナは熱帯地域に属していることもあり，主食用作物は，コメの他にもヤムイモやメ

イズ，ソルガム，プランテン（調理用バナナ）等が存在する。そのため，セネガルやモー

リタニアと異なり，昼食においては，コメ料理以外にもプランテンやメイズ等も食されて

いる（細見, 1992）。 
ガーナでは，「Urban bias」の影響による輸入米嗜好がみられる(Demont and Ndour, 

2015; Ragasa et al., 2020)。しかし，セネガルやモーリタニア同様に，夾雑物の少ない高

品質なコメが好まれる等，高い品質の国産米は輸入米よりも好まれる傾向も明らかとなっ

ており，ポストハーベスト技術の重要性の高さが示唆される。他方，Ashanti州で実施した

消費者調査の結果からは，国産米や香り米への嗜好性が把握された（林， 2019）。元来，

コメ生産は同国北部で展開されており，消費についても北部に集中していた。しかし，近

年では南部においてもコメ生産が盛んになりつつあり，国産米を容易に入手できる環境が

整備されつつあることが国産米嗜好に影響していると考えられる。 
 

４）ベナン 

ベナンにおいても同様に，輸入米嗜好が指摘されている(Naseem et al., 2013; Demont 
and Ndour, 2015)。原産国に対する属性以外では，夾雑物の少ないことに加え，精米が十

分かつ均一に行われていることを示す白色な米粒や破砕米が混入していないといった特

徴が重要視されている。同国ではセネガルやモーリタニアのように破砕米を料理に利用

する文化は存在せず，全粒米であることが重要視される。 
他方，ベナンやナイジェリア等，特定の地域では，籾米をそのまま蒸した後に乾燥させ，

精米するパーボイルライスが好まれている(Chukwu, 1999)。パーボイルライスは，輸送中
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や精米時に米粒が破砕しにくいことや通常の白米よりも栄養素が多く含まれている(Rao 
and Juliano, 1970)。パーボイルライスの生産性や品質を改善できる新技術を導入し，消

費者に対しても同技術の情報を提供した場合には，国産パーボイルライスが輸入米よりも

好まれる。しかしながら，現地農家は，パーボイルライスの生産技術を備えていない場合

も多く，品質の問題から輸入米を好む傾向もあるとされている(Demont et al., 2012)。 
以上より，西アフリカ4か国（セネガル，モーリタニア，ガーナ，ベナン）の消費者ニー

ズを整理し，第３表にまとめた。その結果，対象とした4か国すべてにおいて，もみ殻や小

石等の夾雑物が存在しないことや，粒径の異なるコメ（破砕米や全粒米）が混在していな

いといった，品質に関わる属性が消費者に重要視されていることが把握された。さらに，

国産米が輸入米と同程度の品質を有している場合，消費者は国産米を好んで消費する傾向

も分かった。他方，コメ食文化には地域性も強く関係しており，伝統的なコメ料理に破砕

米を用いることがセネガルやモーリタニアで好まれることや，ガーナでは香り米，ベナン

ではパーボイルライスに対する需要が存在していることも，明らかとなった。 
 

第３表 西アフリカ4か国におけるコメの消費者ニーズ 

 
資料：筆者作成。 
注．「〇」は消費者に好まれ，「△」は地域差等から一概に好まれていると判断できない，「×」は消費者が関心を持っ

ていない属性であることを表す。 

 

（３）消費者が着目するコメ属性の変化 

アフリカの消費者がコメの購買時に重要視する属性は，探索属性，経験属性，信頼属性

の 3 つに大別される(Rutsaert et al., 2013)。探索属性は，原産国や米粒の破砕状態，夾雑

物の有無，価格等，外見から判断できる項目を示す。経験属性は，調理後におけるコメの

膨張率や食感，食味等，調理して食すことによって経験的に得られる情報を示す。最後の

信頼属性は，食品安全性や購入店舗等，消費者の商品に対する信頼性から構成される属性

である。Demont and Ndour (2015)は，セネガルにおける 2009 年と 2011 年の消費者調査

の結果を比較し，消費者がコメ購買時に重視する属性が，米粒の破砕状態や夾雑物の混在

量等によって構成される探索属性から，調理後の膨張率や香りの有無等によって評価され

る経験属性にシフトしていることを報告した。本結果は，セネガルにおける国産ブランド

米の進展により，探索属性に関わる品質が満たされつつあり，消費者の好みが，経験属性

に移行していることを示している。このような傾向は，モーリタニアにおいても確認され

国名 輸入米嗜好 夾雑物が少ない 粒径が均一性
(破砕米と全粒米の選別)

破砕米嗜好 香り米 パーボイルライス

セネガル △
(南部は国産米嗜好)

〇 〇 〇
△

(先行研究によって
結果が異なる)

×

モーリタニア 〇 〇 〇 〇 × ×

ガーナ 〇 〇 〇 × 〇 ×

ベナン 〇 〇 〇 × × 〇
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ている。筆者の現地視察から，セネガル同様の大規模精米業者が 17 社存在し，これらの精

米業者によって生産されているブランド米に加え，複数の農家が組合を形成し，品質管理

を徹底することで構築したブランド米も出現している。その数は 30 種以上にものぼる。

また，これらの品質向上への取組は，現地メディアによって広く消費者に伝達された（9）。 
さらに，消費者の健康意識や食品安全性も，コメの購買・消費に影響していく可能性が

ある。アジア地域では，生活習慣病予防の観点から，食後の血糖値の上昇を示す指標であ

る GI 値（Glycemic Index）のコメ商品への表記が購買行動に影響している(Custodio et 
al., 2019)。西アフリカ地域でも，肥満率が 1990 年から 2015 年にかけて 70％上昇し，糖

尿病や心血管疾患のリスクが高まっていることや，都市部における肥満率の上昇に，コメ

食や既製品の普及による食文化の変化が影響しているとされている(Agyamang et al., 
2016)。モーリタニアは，サブサハラアフリカの 54 か国のうちで，男性では 10 位，女性

では 4 位の肥満大国である(Agyemang et al., 2016; WHO,2018)。このように西アフリカ

地域において生活習慣病が広がっていることに鑑みると，西アフリカ地域でもアジア地域

と同様に，今後，コメの購買行動において GI 値等の健康に関する情報への意識が高まっ

ていく可能性がある。 
また食品安全性に関しては，西アフリカ地域における近年の社会情勢によって醸成され

ている面が大きい。セネガルでは，国立農業研究所（ISRA）所長によるインターネットで

の解説記事（10）において，輸入米は長期保存の観点から輸入前に殺虫剤を散布しており，

健康リスクがあると主張している。また，国内の精米業者が，輸入米の消費を減少させた

い思惑から，タイ米はプラスチックでできているという情報を拡散させ，テレビニュース

でも取り上げられた（11）。しかし，Dia (2004)はセネガルにおいて，Amadou et al. (2019)
はモーリタニアにおいて，国産米と輸入米の GI 値や含有成分の比較を実施した結果，輸

入米と国産米の間に GI 値及び含有成分には差がなく，同質であることを報告している。

そのため，報道されている情報には根拠がなく，信憑性に欠ける部分も多いものの，消費

者への影響力は大きい。これらの健康意識に影響する GI 値や食品安全性に関する情報は

コメ購入時の信頼属性に起因するものであり，今後消費者が着目する属性は，経験属性か

ら信頼属性に移行していく可能性も考えられる。 
 
４．おわりに 
 

本章では，西アフリカ地域におけるコメ消費の増加の実態や背景を整理し，各国におけ

るコメの消費者ニーズの特徴を検討した。これらの検討を踏まえ，西アフリカ地域におけ

る稲作開発政策や，我が国の国際協力への含意を導出した。本章の検討の結果は，以下の

ようにまとめられる。 
近年，西アフリカ地域ではコメの消費や輸入が急増している。独立後の同地域では，人

口増加と都市化が進展し，都市人口を賄うための食料供給が政府の重要な課題となってき

た。また，女性の社会進出や外食の普及が進展した都市部では，生活様式や食生活の変化
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に伴う「食の簡便化」志向の高まり等により，伝統的に消費されてきた雑穀やイモ類に代

わり，調理が比較的容易なコメの消費が急速に増加してきた。近年では，食料安全保障の

観点から，自給率向上が目指されているものの，急増する需要に対して自国での生産量は

追いついておらず，コメ自給率が低迷している国が多い。例えば 2008 年には CARD が発

足し，10 年間でコメの生産量を 1,400 万トンから 2,800 万トンに倍増させる目標が掲げら

れた。その結果，西アフリカ地域のコメ生産量は大幅に増加したものの，その多くは耕作

面積の拡大によって賄われており，土地生産性の上昇（単収の増加）は近年あまり進んで

いない。また，コメの自給率向上のためには，生産量の増加だけでなく，各国の消費者が

求める特徴を持つコメが国内で提供され，輸入米が国産米に代替されていくことが重要で

ある。しかし，従来の政策や支援は，耕作面積の拡大や土地生産性の向上等，生産基盤の

強化を目的としたものが多かった。そのため，消費者ニーズに合ったコメの研究や生産が

遅れてきた。こうしたことも，国産米の消費拡大が進展してこなかった要因であると考え

られる。 
これらの検討を踏まえ，西アフリカ 4 か国（セネガル，モーリタニア，ガーナ，ベナン）

においてどのようなコメを消費者が求めるのかという消費者のニーズの特徴を整理した。

その結果，対象とした 4 か国すべてにおいて，もみ殻や小石等の夾雑物が存在しないこと

や，粒径の異なるコメ（破砕米や全粒米）が混在していないといった，品質に関わる属性

が消費者に重要視されていることが把握された。また，国産米が輸入米と同じような特徴

を有している場合，消費者は国産米を好んで消費する傾向も分かった。 
以上から，今後，西アフリカ地域において，コメの自給率を向上させ，食料安全保障を

高めるための稲作開発政策の実現に向けて，次のような示唆が得られた。まず，西アフリ

カ地域の消費者が重視するコメの特徴には，精米・選別・輸送等のポストハーベスト技術

が大きく影響しており，生産基盤のみならず，その後のバリューチェーンも整備を進め，

国産米の市場競争力を高めることの重要性が明らかとなった。さらに，国によっては，破

砕米やパーボイルライスを好むといった特有の食文化がある。このように，各国の消費者

が好むようなコメの特徴を的確に捉え，そのようなコメの国内生産・供給を増やしていく

ための整備事業を進展させることも，コメの自給率向上には重要である。また，我が国の

国際協力の観点からは，これまで我が国が培ってきた脱穀・籾乾燥・精米・選別等のポス

トハーベスト技術に係る農業機械を提供し，西アフリカ地域における国産米の品質向上に

寄与することが重要である。これまでにも先進国により数多くの農業機械が提供されてき

たが，操作やメンテナンスに熟知した現地技術者が欠如していたために，機械化が定着し

てこなかった(Rickman et al., 2013)。そのため，当該人材の育成に注力した技術支援も同

時並行で必要とされる。 
さらに，コメ等の簡便な主食の摂取増加を含む食慣行の変化等により，西アフリカ地域

における肥満等の生活習慣病が増えていることから，今後は，先進国で着目されているよ

うな，食品安全性や健康意識に対する消費者の意識も高まっていく可能性がある。そのた

め，コメ消費の拡大が見込まれる西アフリカ地域において，食品安全性，肥満や糖尿病予
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防といった健康意識等も視野に入れた消費者ニーズの把握が今後求められる。コメ（特に

白米）は，GI 値の高い食品に位置付けられている。そのため我が国では，血糖値が上がり

にくい高アミロース米がすでに商品化されており，糖尿病の食事療法にも活用されている

（12）（八木，2021）。こうした経験を踏まえ，西アフリカ地域での新たなニーズを見据えな

がら，同地域一帯で栽培可能な高アミロース米の品種開発及び導入を支援する方策も今後

は有益であると考える。 
 

注（1）サブサハラアフリカとはサハラ砂漠以南の地域に属するアフリカ諸国を指し，アフリカ大陸に位置する 54 か

国中，49 か国が含まれる。 

（2）CARD 対象 23 か国は，ベナン，ブルキナファソ，カメルーン，中央アフリカ共和国，コンゴ民主共和国，コ

ートジボワール，エチオピア，ガンビア，ガーナ，ギニア，ケニア，リベリア，マダガスカル，マリ，モザン

ビーク，ナイジェリア，ルワンダ，セネガル，シエラレオネ，タンザニア，トーゴ，ウガンダ，ザンビア。 

（3）CARD フェーズ 2 対象 32 か国には，CARD 参加 23 か国と，アンゴラ，ブルンジ，チャド，ガボン，ギニア

ビサウ，マラウイ，ニジェール，コンゴ，スーダンの新たに加わった 9 か国が含まれる。 

（4）西アフリカ地域は，1975 年に西アフリカの域内経済統合を推進する準地域機関として発足した西アフリカ諸

国経済共同体（Economic Community of West African States: ECOWAS）の加盟国 16 か国（ベナン，ブルキ

ナファソ，カーボヴェルデ，コートジボワール，ガンビア，ガーナ，ギニア，ギニアビサウ，リベリア，マリ，

ニジェール，ナイジェリア，セネガル，モーリタニア，シエラレオネ，トーゴ）を示す。ただし，カーボヴェ

ルデは 1977 年に加盟し，モーリタニアは通貨統合に反対し，2000 年 12 月に脱退している。本章では，1977

年時点の加盟国をもとに西アフリカ地域を定義している。 

（5）FAOSTAT（2022 年 1 月 14 日参照）によると，2020 年における西アフリカ地域へのコメの主要輸出国は，1

位がタイ（約 20.8 万トン），2 位がインド（約 7.4 万トン）となっている。 

（6）多くの穀物・油糧種子等において，類似した傾向が見られるものの，コメに関しては，小麦より寡占状態にあ

る。小麦では上位 3 か国が全輸出量に占める割合は，約 41％（2019 年）である。 

（7）近年では 2020 年にコメ価格が上昇しており，主要輸出国であるタイやベトナムでの減収見通しや新型コロナ

ウィルスによる食料貿易の停滞が影響していると報告されている(Arouna et al., 2020)。そのため，コメの国

際市場価格は依然として不安定性を帯びている。 

（8）ラベリングやパッケージングによるブランド化は消費者ニーズに影響する一方で，効果には地域差があること

も報告されている。例えば，Costello et al. (2013)の消費者調査では，周辺に稲作地帯が広がるセネガル北部

の都市 Saint-Louis 在住の消費者は，高く評価する一方で，生産地域から離れた首都 Dakar 在住の消費者は，

以前から輸入米を消費してきた習慣が根付いているため，パッケージングされた国産米であっても，品質に関

しては懐疑的であり，より信頼性が高い輸入米を好む傾向が指摘されている。 

（9）AMIC のインターネット記事: http://amicinfo.com/node/7394 

（10）Le360afrique.com に掲載された国立農業研究所（ISRA）所長によるインターネットでの解説記事 : 

http://afrique.le360.ma/senegal/economie/2017/04/05/10840-senegal-apres-60-ans-dimportation-decouvre-

les-dangers-du-riz-asiatique-10840（閲覧日: 2021 年 2 月 2 日）。 

（11）MBAO-TV によるタイ米に関するテレビニュース: https://www.youtube.com/watch?v=VGnxl11frug（閲覧
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日: 2021 年 2 月 2 日）。 

（12）高アミロース米として，北陸で多く生産される「夢十色」や「越のかおり」がある。 
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